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１． 問題の所在と本研究の意義 

 

 本研究の課題は、資源ベース戦略論を主体とした財務分析による実証研究を行い、わが

国の病院経営の持続的競争優位の源泉を探ることにある。本研究が対象とするわが国の病

院経営は固有の業界環境の典型的な規制業種に属している。資源ベース戦略論から見ると、

同一業種にあっても、それぞれの組織は異なる資源と能力を持った多元的な組織である。  

わが国の病院経営は、同一の規制産業に属しながら、一方では市場競争にさらされてお

り、個別病院の業績を見ると、黒字病院と赤字病院に分かれている。このような病院間に

業績格差をもたらす要因である競争優位の源泉が、病院経営における外部にあるのか、内

部にあるのかを探るという経営戦略的な問題が存在するのである。 

本研究の目的および意義は以下にある。①一般病院を対象に、経営戦略論の枠組みで、

財務分析による実証検証を行い、病院経営における競争優位の源泉が、外部のポジショニ

ングと内部の資源ベースのどちらにあるのかを検証する。②定量的な多変量解析の、重回

帰分析・相関分析・判別分析・分散分析を、5 期間連続で行なうことで、病院経営における

競争優位の源泉を考察する。③考察された、病院経営における競争優位の源泉を、病院経

営の改善に関わる実務 において役立てる。 

 

２． 本研究のフレームワーク 

 

 競争戦略論は、大きく企業の外部からの分析を重視するか，企業の内部からの分析を重

視するかの 2 つに分かれる（Saloner，Shepard，and Podolny, 2001;青島・加藤, 2003）。  

本研究は、典型的な規制業種であるわが国の病院を対象に、経営戦略論の枠組みで、病

院の業績に影響を与えている要因を、ポジショニング・アプローチによる外部環境要因と、

資源ベース・アプローチによる内部経営資源要因・組織能力要因の何れの影響が大きいの

かを検証する。そして病院経営に影響を及ぼすと考えられる内外の諸変数を検証し、病院

経営における競争優位の源泉を抽出することを目的とする。 

 研究対象は日本赤十字 91 病院として、外部環境要因の分析は、ポジショニング・アプロ
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ーチによる５つの競争要因（5forces）の概念で変数を抽出し、病院業績への影響を検証す

る。   

 

 

内部経営資源と組織能力の分析は、資源ベース・アプローチにより変数を抽出し、病院

業績への影響を検証し、病院経営における競争優位の源泉を考察する。考察に当たり、上

位病院群と下位病院群には「移動障壁」（Porter, 1980）が存在することを前提とする。そ

して、個別病院の業績格差は、個別病院間の模倣障壁である「隔離メカニズム」（Rumelt, 

1984）「資源ポジション障壁」（Wernerfelt, 1984)によってもたらされるという理論前提に

おいて検証する。 

 

３． 実証検証 

 

3-1 重回帰分析と相関分析による検証 

多変量解析ソフトの SPSS18.OJ による、目的変数を修正医業利益率として、独立変数を

外部環境変数 8 項目・内部経営変数 16 項目とするＨ16 年度～Ｈ20 年度５期間の重回帰分

析と相関分析による分析を行う。検証目的は、①病院業績に与える要因は、外部環境要因

と内部経営資源・組織能力の何れの影響度合いが大きいのか。②外部環境要因と内部経営

資源・組織能力を表す独立変数のうち病院業績への影響寄与度が大きい変数の考察。③抽

出された独立変数が持続的競争優位の源泉として病院業績に与える影響を考察する。 

 

3-2 上位病院群と下位病院群の独立変数の差の実証検証による競争優位の源泉の考察 

多変量解析ソフト SPSS18.OJ による判別分析によって、経営成績が良好な上位病院群と、

経営成績が不芳な下位病院群に分類する。これら上位病院群と下位病院群には、業種内に

おける戦略グループ間の「移動障壁」が存在すると捉える。一元配置の分散分析により、

上位病院群と下位病院群の外部環境要因の独立変数の平均値と、内部経営資源・組織能力

の独立変数の平均値に、差異が生じている指数を検証することで、病院経営における競争

優位の源泉を考察することを目的とする。 
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４． 主要結論 

 

本研究の検証により、規制業種であるわが国の病院の外部環境要因は、病院業績に及ぼ

す影響度合いは軽微であり、内部経営資源・組織能力要因が病院経営に及ぼす影響が大き

いことを検証した。このことは、公定価格による経済的規制や、病床規制による社会的規

制が有意に働いている業界効果を示唆するものと捉えられる。わが国の病院経営において

は、競争優位の源泉を病院の外部環境に見るポジショニング・アプローチよりも、病院の

内部に見る資源ベース・アプローチが有意であると捉えられる。 

内部要因が病院の経営成績に及ぼす影響の検証結果は、内部経営資源では「実働規模」

で表される病床数が多いこと、「100 床当たり医師数」で表される医師が多く勤務している

ことが、病院業績への影響が大きいことが判明した。そして、組織能力では「病床利用率」

を向上し、「人件費率」を調整する、病院経営全般に関わる組織能力を活用する「マネジメ

ント能力」が、病院経営における競争優位の源泉であることを検証した。 

内部経営資源の独立変数の「実働規模」と「100 床当たりの医師数」について次のように

述べる。「実働規模」は、上位病院と下位病院は、病床数 200 床以上の差異が生じている。

現行の医療行政においては、二次医療圏の既存病床数が基準病床を上回っている地域では、

病院の新設は難しく「参入障壁」となると同時に、病院の増床が難しいことによって、上

位病院群と下位病院群の戦略グループ間の「移動障壁」となっている。そのため、病院が

一定以上の「実働規模」を有することは、病院経営における競争優位の源泉と捉える事が

出来る。 

人的資源の「100 床当たり医師数」は、病院では医師は収入の源であり、医師が多いほど

病院の売上増加に寄与することになる。医師・看護師が多く集まる病院は「マグネットホ

スピタル」と言われ、病院規模が大きく、扱う症例数が多いことから、より多くの医師・

看護師等医療スタッフが勤務することで「資源ポジション障壁」・「隔離メカニズム」によ

る模倣困難性が存在する。 

次に、組織能力のうち「病床利用率」と「人件費率」で表される「マネジメント能力」

について次のように述べる。 

組織能力のうち「マネジメント能力」である「病床利用率」の向上は、医師・看護師等

の医療スタッフ以外の事務職も含めた、多くの病院職員が係わることで為されるものであ

る。そして「人件費率」を適正水準に調整することは病院経営における要諦である。診療

報酬額は公定価格であり、価格設定の違いによる病院間の差別化を打ち出すことは出来な

いため、適正利潤の追求のためには、人件費を適正な水準に保つことが必要となる。 

病院は定められた人員配置の規制があるため、人件費削減のための人員削減は限定的に

なると共に、他病院比劣位な給与水準では、医師・看護師他をはじめとする職員の採用が

困難になる。   

医療経営において、人件費を適正に調整することは、病院経営全般に関わる「マネジメ
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ント能力」を活用するものである。 

このような、「病床利用率」の向上を図り、「人件費率」を適正水準に調整する、病院経

営全般に関わる組織能力を活用する「マネジメント能力」の違いは、病院間の業績格差に

強い影響を及ぼす、模倣困難性を有する「資源ポジション障壁」・「隔離メカニズム」とす

る、競争優位の源泉であると同様に、病院を上位病院群と下位病院群に分ける戦略グルー

プ間の「移動障壁」を形成するものと捉えることが出来るのである。 
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